














Have the Ethnic and Socioeconomic Distributions of Tzu Chi 
Members Been Diversified?  
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傾向にある［瞿 2006］。第 2 に慈済会所属者の援助行動やボランティア活動
の傾向も分析されている。様々な社会人口学的変数や宗教的変数を統制し
た上でも、慈済会および四大仏教（後述）の所属者はボランティア活動時




る傾向にある［Kuo and Kuan 2008］。第 4 にエスニシティ（以下、族群）や
社会階層といった、慈済会所属者の社会的属性に関して論じられている。
たとえば慈済会所属者は、自営業者や閩南系本省人（後述）などが相対的


























































































の支援のもと台湾で毎年実施しているサンプリング調査である（第 3 期第 1
次調査以前の調査主体は中央研究院民族学研究所）。1985 年の第１回調査以
降、家族、ジェンダー、社会階層、文化、余暇活動、宗教など様々なトピ
ックの調査が、ほぼ 5 年単位のローテーションで繰り返し実施されている。 
本稿の分析で使用するのは、1999 年、2004 年、2009 年に実施された TSCS
の宗教モジュールである（以下、TSCS-1999（Ⅱ）、TSCS-2004（Ⅱ）、TSCS-2009
（Ⅱ）と略す）。それぞれのデータのサンプル数と回収率は TSCS-1999（Ⅱ）
が 1895 人（回収率 51.5％（1895／3738））、TSCS-2004（Ⅱ）が 1881 人（回






分析対象は、20 歳から 66 歳までの有職者の男女である。TSCS-1999（Ⅱ）
































1999年 2004年 2009年 1999年 2004年 2009年
教育年数 0.595 0.604 0.590 0.590 0.617 0.606
職業(社会経済指標) 0.588 0.600 0.596 0.588 0.605 0.625
世帯月収 0.548 0.525 0.545 0.553 0.503 0.493
寄与率 62.7% 66.3% 67.2% 70.5% 66.7% 64.0%
固有値 1.882 1.989 2.016 2.115 2.000 1.921
















おおよその傾向は図 1 と同様だが、女性の方が所属者数が多い傾向にある。 
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表 2 調査サンプルに占める慈済会所属者の割合（％） 
 
3.2 族群と社会階層の推移 







男性所属者 11.4 6.7 11.1
男性サンプル全体 962 809 863
女性所属者 13.7 13.0 16.4













































の平均が高い。だが 2004 年では女性所属者の平均はやや下がり、2009 年で
は女性平均よりも女性所属者の平均の方が低くなっている。 
男性所属者は約 10 年間でおおむね階層が高い傾向にあるが、女性所属者
は約 10 年で徐々に階層が低くなる傾向が見受けられる。 
 















男性所属者 男性全体 女性所属者 女性全体
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テゴリー）と「社会階層」を独立変数、「実年齢」を統制変数とした二項ロ
ジット分析の結果をまとめたのが表 3 である。 
まず各モデルの有意性を確認すると、2004 年は男女ともにモデル自体が
有意ではない（男性：χ2=9.240 n.s、女性：χ2=3.590 n.s）。そのため 2004















傾向も見られる（OR=1.446、n.s）。しかしながら 2009 年になると 1999 年で
有意な関連を示したこれらの変数はいずれも有意ではなくなっている（「外
省人」（OR=0.612、n.s）、「社会階層」（OR=1.150、n.s）。 
1999年 2004年 2009年 1999年 2004年 2009年
実年齢 1.006 1.023 1.032 ** 1.052 *** 1.024 1.078 ***
族群
　閩南系本省人(基準)
　客家系本省人 0.796 0.500 0.795 0.614 0.891 0.624
　外省人 0.367 * 2.922 * 0.107 * 0.427 * 0.858 0.612
社会階層 1.362 *** 1.028 1.231 * 1.446 *** 1.259 1.150
χ2(df=4) 15.690 ** 9.240 17.841 ** 25.441 *** 3.590 33.201 ***
Nagelkerke R2 0.043 0.044 0.065 0.080 0.018 0.125


































































第 3 に 2004 年データの分析結果の特徴についての検討である。1999 年と



























「台湾社会変遷基本調査」の第 3 期第 5 次、第 4 期第 5 次、第 5 期第 5
次調査データを使用した。「台湾社会変遷基本調査」の調査主体は中央研究
































(2) ［黄 2008］の「改良版台灣地區新社經地位量表」を割り当てた。 
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